





















































































































































































































































































































































































































































































































































































和光大学表現学部紀要　16 号・2016 年 3 月
── 注
（１）「春の雪」が一九六五年九月から一九六七年一月にかけて、「奔馬」が一九
六七年二月から翌年八月に、「暁の寺」が一九六八年九月から一九七〇年四
月に、第四巻「天人五衰」が一九七〇年七月から三島由紀夫の自死をまた
ぎ一九七一年一月まで、『新潮』誌上に連載された。なお本稿において、三
島由紀夫の文章はすべて詳細な校訂に基づき編まれた『決定版　三島由紀
夫全集』から引用する。
（２）「日本の古典と私」。初出は『山形新聞』、一九六八年一月一日。引用は、『決
定版　三島由紀夫全集　34』、新潮社、二〇〇三年九月、六二一ペー
ジ。
（３）「行動学入門」。初出は『Pocketパンチ
Oh!』、一九六九年九月～七〇年八月。
引用は、『決定版　三島由紀夫全集　35』、新潮社、二〇〇三年十月、六四
一ペー
ジ。
（４）三島由紀夫における能楽受容の全体像については、拙著『三島由紀夫と能
楽──「近代能楽集」、または堕地獄者のパラダイス』（勉誠出版、二〇一
二年十一月、四四～六七ペー
ジ）ですでに述べた。
（５）『豊饒の海』への論及は膨大に存在し、それらを整理する『三島由紀夫事典』
（勉誠出版、二〇〇〇年十一月）の「豊饒の海」項も、二段組で十一ペー
ジ
におよぶ。引用は同事典三三六ペー
ジより。
（６）光文社、二〇一〇年十一月。
（７）『國文學　解釈と教材の研究』、學燈社、一九七〇年五月、七三～七九ペー
ジ。
（８）『半獣神』、半獣神社、一九七六年十二月。のちに、『三島由紀夫『豊饒の海』
論』、海風社、一九八八年一月、八～六三ペー
ジ。
（９）稲垣直樹「輪廻転生のパラドックス──三島由紀夫が読んだ『浜松中納言
物語』」、『文藝』一九九五年十一月、五八ペー
ジ。
（10）伊藤守幸「『浜松中納言物語』と『豊饒の海』──輪廻転生思想と文学」『文
芸研究』一九八〇年一月、一一ペー
ジ。
（11）『国文学　解釈と鑑賞』、至文堂、一九七八年十月、三四～五九ペー
ジ。
（12）『共立女子短期大学文科紀要』23、共立女子短大、一九八〇年二月、一五～
三三ペー
ジ。
（13）深沢三千男「『豊饒の海』のいわゆる藍本の謎について」、『日本文学』、一
九八一年四月、六一～六三ペー
ジ。
（14）『国文学攷』151、広島大学国語国文学会、一九九六年九月、一五～二七
ペー
ジ。
（15）前掲、注13に同じ。一五ペー
ジ。
（16）「春の雪」の創作ノー
トには、謡曲「三井寺」（袖珍本『三井寺』廿四世観
世左近校訂観世流大成版、檜書店、一九六三年十二月）が添付され、三島
由紀夫自身がこの冊子に施した書き込みもある。たしかに、失われた子供
を思い子を捜し求めて狂乱する母の感情は本多繁邦に通ずるとはいえ、こ
の部分的な関わりを除き、謡曲「三井寺」と『豊饒の海』との構造的な関
わりは見出しがたい。
（17）柏倉浩造『かくも永き片恋の物語　三島由紀夫のフラクタル宇宙　『豊饒
の海』解説』、未知谷、二〇〇〇年十一月。引用した箇所は、三一～三二ペ
ジー。
（18）大阪府大阪市天王寺区堂ヶ芝の現大阪九皐会館を指していると思しき能
楽堂の位置把握はもちろん、後の部分でも言葉をつくされる宝生流の名人
野口兼資の捉え方も、正確であるといってよい。
（19）三島由紀夫は十九歳で発表した小説「夜の車」（『文芸文化』一九四四年八
月）でも、この詞章を引用し、登場人物の殺人者にも類似した言動をとら
せる。「夜の車」という題名自体もここからとられた。謡曲「松風」におけ
る水に映った月の所有が、強く、しかも長い間、印象に残っていたことが
わかる。小説「夜の車」は、一九四八年十二月の単行本『夜の支度』（鎌倉
文庫）収録にあたり「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜
萃」と改題された。
（20）月を水に映して鑑賞する習慣自体は一般的で、創作ノー
トにホッチキス留
めされた「三井寺」にも、漢詩や古歌に基づき水面に映った月影の月齢か
ら秋を想起する詞章がある。とはいえ、「春の雪」では「御立待ち」の祝い
を、旧暦八月の十五夜の晩に、盥に張った水に月を映して行う元服の儀式
と説明している。
（21）『国文白百合』33、白百合女子大学国語国文学会、二〇〇二年三月、七〇～
八〇ペー
ジ。
（22）前掲、注８に同じ。引用箇所は、五七ペー
ジ。
（23）『三島由紀夫　美とエロスの論理』佐藤秀明編、有精堂、一九九一年五月。
引用箇所は、二三二～二三三ペー
ジ。
